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　共産党の一党支配下にある中国（中華人民共和国）の政治と外交を研究しています。

１．中国共産党の統治は相対的に安定しているというのが現時点での評価です。それは第一
に、国家機関に対する党指導が徹底しているからです。党＝国家体制にある中国の場合、「国
家機関」の範疇は極めて広く、党自身が国家機関の頂点に位置しています。第二に、指導の徹
底というハードな側面と同時に、党は、社会の状況に応じて自らも変容し、また一定の民意
を取り込むという政治的適応性を有しているからです。

２．現指導部の進める外交政策は、世界第二の経済力と軍事力を背景に、強硬さを強めている
ように思われます。それが物理的力の有効性に対する確信によるのか、それともそのボトム
ラインを確認するプロセスのさなかにあるのか、今後見極める必要があると思います。

中緬原油パイプライン標識

中緬国境

インドシナ半島における中国企業の進出ぶりにつき、近年の現地調査に基づいた知見をもとに、日中関
係のありかたについてともに考えたいと思います（上の写真は、2014年12月にミャンマーで撮影）。

中国，中国共産党，適応力，日中関係，一帯一路

TEL.054-264-5303　FAX.左に同じ

国際言語文化学科（国際関係学研究科）　諏訪 一幸
中国共産党の適応力と日本の対中政策
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